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日本列島を揺らした鳥取県中部地震

発生日時 平成２８年１０月２１日 １４時０７分
震源地 鳥取県中部
震源の深さ １１km（暫定値）

マグニチュード ６．６（暫定値）

※瞬間的な揺れの強さを示す加速度は１,４９４ガルと
熊本地震の１３６２ガルより大きく、阪神・淡路大震災
の８１８ガルより遙かに大きな地震。

最大震度 震度６弱 倉吉市、湯梨浜町、北栄町
<震度５強> 鳥取市、三朝町

<震度５弱> 琴浦町、日吉津村

地震の状況

人的被害 重傷４人、軽傷１９人 ※死者ゼロ
避難者数 ０人（ピーク時：２，９８０人）

避難所数 １箇所（ピーク時：７０箇所）

住家被害 １４，３０４棟 ※火災ゼロ
（全壊１４棟、半壊２０１棟、一部損壊１４，０８９棟）

公共土木施設被害 １２７箇所（道路・河川など）

農林水産業施設被害 ６５６箇所（農地・農業用施設・林道など）

農作物被害 晩生なし（王秋・あたご）の落果等（被害額：約６，４００万円）

被害の状況 H28.12.16  12:00現在

【崩壊した家屋（北栄町）】
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※12/16最終避難者
が退去



国重要文化財を支える
岩の亀裂（三徳山三佛寺）

漆喰壁の崩落
（倉吉白壁土蔵群）

王秋梨の落下
（倉吉市ほか）

天井の落下
（倉吉未来中心）

県内各地にもたらされた被害

梨選果場の被害
（倉吉選果場）

住宅屋根の損傷
（倉吉市内）
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広域連携による被災地支援
中国・四国地方の各県や関西広域連合の構成県を中心に、各地から物資の支援や
応急危険度判定士、保健師等の専門職員の応援派遣。

専門職員等の応援派遣

熊本県から贈られた
ブルーシート

物資の支援等
○物資の支援

損壊した屋根の応急処置等を行うためのブルーシート
（４万４千枚）等を受援。

○徳島県による炊き出し
○県営住宅の提供

島根県、広島県から県営住宅の提供の申し出。

○被災宅地危険度判定士（10/21～）
※島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、宮城県等

○被災建築物応急危険度判定士（10/22～）
※徳島県、岡山県、島根県、香川県、高知県等

○被災家屋の被害認定業務
※島根県、広島県、岡山県、山口県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県等

○保健師(10/22～)
※島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県等

○航空隊（ヘリ）の応援(10/21～)
※兵庫県、島根県、岡山県、徳島県

建物の被災状況を
確認する応援職員 山口県撮影

徳島県知事自ら
炊き出しに参加
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14：07
地震発生

発生当日(10/21) ２日目(10/22) ３日目(10/23) ４日目(10/24)

県から被災市町に
「災害時緊急支援チーム」
を派遣

県から被災地に
専門職(土木・建築・農業土木)
を派遣 り災証明受付開始

[H12鳥取県西部地震時]
11日目で受付開始

徳島県から専門職
(土木・建築)の派遣

他市町村から
被災市町村へ
職員派遣

県・市町村・他府県・民間の垣根を超えた連携と支援の輪で、
平成12年鳥取県西部地震時を上回るスピードで復興が進んでいます。

震災からの復興に向けた動き
５日目(10/25)

補正予算
編成

被災建築物応急
危険度判定も終了

[H12鳥取県西部地震時]
15日目に終了

被災者の方の
公営住宅への
入居開始

[H12鳥取県西部地震時]
21日目に入居開始(仮設住宅)

徳島県から
リエゾンが到着

ボランティア
センター開設

小･中･特別支援学校
全校で通常どおり
授業実施

９日目（10/29） 16日目（11/5）

鳥取県中部地震復興本部
を立ち上げ

１ヶ月（11/21）

[H12鳥取県西部地震時]
11日目で全校再開

※全国各地からの
支援

※以降、15府県以上
からの派遣

※以降、熊本県、
島根県、岡山県
からも到着
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子ども達に温かい給食を。
今回の地震で学校給食施設にも大きな被害が発生したものの、民間や他県等からの支援

を受けて学校給食も実施。11/14からは近隣の町からの支援で温かい汁物を提供。
12/8からは、近隣の鳥取短期大学の
給食管理実習施設を無償で借り受け
汁物の調理を開始。

子ども達の笑顔が被災地を元気に
地震発生後、休校することなく全ての公立小中学校で授業を実施。
スクールカウンセラーを地震の被害が大きかった県中部地区の学校に派遣し、子ども達の

心に寄り添ったサポートを展開。

元気な子ども達の声は復興への大きな力に

地震で被害を受けた
倉吉市給食センター

温かい食事で子ども達も笑顔に

兵庫県や熊本県の専門チームも
学校運営を支援

5



震災から５日目の10月25日に、鳥取県中部地震からの早期の復旧・復興を図る
ための補正予算２，８４９百万円を編成。（地方自治法による専決処分）
被害の発生状況や被災地のニーズを踏まえて11月補正予算でも対応。

＜被災者等への支援＞
○鳥取県被災者住宅再建等総合支援事業

…… ５００百万円
・ 今回の地震により被災した住宅再建を支援。
一部損壊も対象とした住宅再建支援制度【全国初】

・ 被害の状況を踏まえ予算を増額【11月補正】
…… １，２０１百万円

○被災者生活応急応援事業（救助費）
……４１１百万円

○鳥取県版経営革新総合支援事業【11月補正】
……３００百万円

○がんばる企業を応援！特別金融支援事業
…… ４９百万円（※融資枠５０億円）

○がんばろう！元気な鳥取梨応援事業
……１１百万円（Ｈ29債務負担行為２百万円）
○がんばろう！農林水産業共同利用施設

復旧応援事業 …… １００百万円

＜被災市町村への支援＞
○被災地域応援市町村交付金

……５０百万円
○市町村資金貸付金（中部地震被害対策資金）

……制度改正（※貸付枠１０億円）
＜風評被害対策＞
○元気な鳥取発信事業

…… ９０百万円
・ 風評被害の影響を最小限に食い止めるため、メディア
等を活用して元気な鳥取県を発信。

＜公共・公用施設の復旧＞
○安全・安心な未来づくり県立施設復旧事業

…… ７００百万円
○公共事業 …… ６２８百万円

補正予算の主な事業

鳥取県中部地震復興がんばろうプロジェクト
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「り災証明書」の早期発行や住宅復旧へのきめ細かい支援

一日も早い復興に向けて

１日も早く、被災者の生活を再建するためには、安心して過ごせる住まいが不可欠。
他府県からの職員派遣も受けながら各種の生活再建支援を受ける際に必要となる
「り災証明書」の交付事務を加速化。

上記の被災者住宅再建支援補助金の要件を満たさない、被災規模の小さい住宅
（損害基準判定10％未満）の修繕も支援。

○被災世帯への支給額 10千円～50千円（多数世帯・単数世帯共通） 7

「鳥取県中部地震住宅
支援本部」設置（11月1日）

○支援対象とする住宅の被害程度及び被災世帯への支給額
・ 全壊、大規模半壊（国制度が適用されないものに限る。）
・ 半壊（国制度では支援対象外＝従来から県独自に支援）
・ 一部損壊（損害基準判定10％以上20％未満）【全国初の公費支援】

住宅再建の方法 世帯 住宅被害程度（金額：千円）
全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊

建築・購入 多数世帯 3,000 2,500 － －
単数世帯 2,250 1,875 － －

補修 多数世帯 2,000 1,500 上限 1,000 上限 300
単数世帯 1,500 1,125 上限 750 上限 300

瓦の損壊など、被災規模の小さな住宅についても対応できるよう
県独自に被災者住宅再建支援制度を拡充。



県内中堅・大企業向けには、復旧のために受けた融資に
ついて、最長5年間の利子相当額を補助。

＜補助対象＞
・融資限度額２億８千万円
・融資利率上限１．４３％

一日も早い復興に向けて

被災した中小事業者・商店の再建、資金繰りの支援
被災した県内中小事業者の施設や設備の原状回復に要する経費を支援するため、

「鳥取県版経営革新制度」に〈復旧・復興型〉を創設。

施設・設備等の破損や売上げ減少などの被害を受けた県内中小企業者に対して、事業資金
（運転資金・設備資金）を融資。
＜貸付限度額＞２億８千万円
＜償還期間＞１０年（うち据置３年）以内、設備資金は１５年（うち据置３年）以内
＜利率＞１．４３％ ※当初５年間は無利息
＜信用保証料＞０．２３～０．６８％ ※当初５年間は０％

実施期間 12ヶ月以内
※平成28年10月21日以降に事業を実施するもの

発災直後からの復旧に対応
補助額 上限2,000千円 ※事業費下限300千円
補助率 事業費の2/3

ワイン醸造所の被災例（商品破損）

県内土産物販売店の被災例
（建物外壁亀裂・剥落） 8



ふるさと納税等での支援も受付

地震発生直後より、全国から被災地へのふるさと納税や義援金についてお問い合わせを
いただき、震災翌日から災害支援を目的としたふるさと納税を受付しています。

【参考】申し込み状況

1,036件 約９，８６０万円
（１2月19日12:00現在）

（ふるさと納税応援サイト）https://www.tottori-furusato.jp/

10月25日からは「平成28年鳥取県
中部地震義援金」も受付。
（受付期間：平成29年3月31日まで）
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今回の地震で、落果被害の大きかった「梨」とワイン醸造所。
逆転の発想で、「落ちなかった梨」と「割れなかったワイン」を縁起物として、
東京アンテナショップ「とっとり・おかやま新橋館」で好評販売中！

合格まちがい梨 と 割れないワイン

北条ワイン『砂丘～とっとりの絆～』
地震でも割れなかったワインを、
「いい夫婦の日(11/22)」に『仲が割れない』
縁起物として、限定販売！
１セット 8,810（ハッピーハート）円

愛宕梨を使った第２弾「合格まちがい梨」
近日販売予定！ 10



■団体バス支援の拡充・新設（12/19申請状況）
・【拡充】宿泊3万円→6万円/台：980台
・【新設】日帰り3万円/台 ：737台 計1,717台

■大手宿泊予約サイトと連携した割引クーポンの発行
■県内外で観光キャラバン実施

とっとりで待っとります！！

今年11/7の初競りで、
「とっとり特選松葉がに五輝星（いつきぼし）」が、
１枚130万円の日本最高値を付け、全国的な話題に。

震災に負けず、立ち上がる鳥取

＋
県内に宿泊すると抽選で｢旬のカニ｣が当たる
ウェルカニキャンペーン!! 

12月６日、国が県内を周遊するツアー料金への支援を表明。
（２万円以上のツアーを対象に1人あたり最大1万円を支援）

【財源】1億５千万円（国１億円＋県5千万円）
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風評被害に伴う宿泊キャンセル数 44,459人泊（12/1現在）

とっとりで待っとりますキャンペーン！!を展開


